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論 文 内 容 の 要 旨

本論文の目的は,ヒルベルト保型形式と一変数の保型形式に付随して得られるそれぞれのディリィクレ

級数との間の整数論的関連を明らかにすることにある｡ より詳しく述べれば,Fは総実な代数体で,0は,

その整数環,Sk(F)は重さのkの r-GL2(0)+に関するヒルベルト尖点形式の空間,Sk(SL2(Z))は重

さのkの SL2(Z)に関する-変数尖点形式の空間とする｡ 特にFが,有理数体Q上のア-ベル拡大の場

合には類体論によってFのデデキントのゼータ-函数とQのゼーター函数 (いわゆるリーマンのゼ-マン

函数) との問に分解定理が成立するが,その関係を上記の尖点形式の問に関係を見出す ことを問題とす

る｡この論文ではFがQ上の素数1次巡回拡大体,Fの類数 1の場合にこの問題を完全に解決した｡すな

わち,F/Q のガロワ群の生成元Uに対し,Sk(ll)の元f(zl,-･･･,Zl) に作用するTqを Tqf(Z2,-･･･,

zl,Zl)で定義する｡さらに,Sk(Il)の部分空間 SSk(r)-ffESk(T)IV乳T(敬)Tqf-TqT(敬)fJ を考察

する｡ ただし,T(敬)は下のイデアル91で定まるSk(r)におけはへッケ作用素を表わす｡一方,F上の

へッケ環からQ上のへッケ環への準同型が自然に定義され,Q上のへッケ環はSk(SL2(Z))及びSk(Ilo(q)

I)に作用する｡ただし,qは F/Q の導手,Xは (Z/q)xの位数1の指標,Sk(ro(q),I)は指標Xつき

の合同モジュラ一群 Ilo(q) に関する重さのkの尖点形式の空間を表わす. これからF上の へッケ環の

Sk(SL2(Z))及び Sk(Fo(q),X)での表現が得られる｡ これらの表現の跡とSSk(I｢)における表現の跡と

を比較することにより, この論文の主定理 :SSR(r)空 Sli(SL2(Z))①S,S①S聖二OSk(Ilo(q),x)が得られZ

る｡

この結果を上記ディリクレ級数の間の関係で述べれば,SSヒ(r) の元fでへッケ作用素の同時固有函数

であるものからメラン変換で得られるディリクレ級数 Df(S)と,Sk(SL2(Z))又は Sk(Ilo(q),I)の元g

から同様にして得られる 伽(S)との間に,q一因子を除いて,Df(S)-H伽(S,I)が成立することを示しI

ている｡これは先に述べた類体論の分解定理の拡張を与えたものである｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

'本論文は整数論における古典的題材,有理数体上の尖点形式と拡大体 F上のヒルベルト尖点形式の問に

(Fが二次拡大の場合)に近時見出された興味ある関係 (土井-長沼およびジャッケ-の仕事)を一方に

おいて本質的に精密化し,他方においてFが二次拡大と限らない場合に拡張している｡用いられた方法は

セルバ-グの跡公式であり,この場合,極く自然なものである｡但し,この場合に跡公式を実際に計算す

るに当っては,従来セルバ-グの跡公式が有効に用いられた諸例には現われなかった,ガロワコホモロジ

ーに関係の深い ｢捻られた共役類｣の決定が必要で,その実行は複雑困難を極め,本論文のかなりの部分

はそのために費されている｡

得られている結論は,技術上の種々の制約のために,この自然な美しい論理が成り立つと想像される範

囲に較べて,体 Fの類数,その単数群の構造に関してやや多くの仮定の下に成立っている｡しかし,それ

は本論文の先駆的なことを示すものであり,今後の発展が期待される｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,この論文調査の一部を土井公二助教授および土方弘明助教授が分担した｡
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